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11.30

平
松
恵
一
委
員
長
挨
拶（要

旨
）

　

ま
ず
は
、
各
市
郡
地
区
医
師

会
の
先
生
方
、
あ
る
い
は
本
会

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
広

島
県
医
師
連
盟
役
員
に
も
変
更

が
生
じ
て
い
る
の
で
、
名
簿
の

ご
確
認
を
お
願
い
す
る
。
先
月

の
9
月
18
日
㈫
に
日
本
医
師
会

館
に
て
開
催
さ
れ
た
「
日
本
医

師
連
盟
執
行
委
員
会
」
を
簡
単

に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

当
日
は
、
日
本
医
師
連
盟
の
横

倉
義
武
委
員
長
か
ら
、「
来
夏

の
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け

て
、
会
員
の
先
生
方
に
は
、
政

治
的
活
動
そ
の
も
の
が
自
分
の

仕
事
に
直
結
す
る
こ
と
を
よ
く

認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
特

に
次
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
全

国
比
例
区
に
医
療
関
係
団
体
か

ら
多
数
の
候
補
者
の
出
馬
が
予

定
さ
れ
る
中
、
医
師
会
代
表
の

候
補
者
が
医
療
界
で
ト
ッ
プ
当

選
す
る
こ
と
が
、
国
政
の
場
で

の
そ
の
後
の
発
言
力
確
保
に
お

い
て
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。そ
し
て
、

日
本
医
師
連
盟
は
、
今
回
は
、

7
月
3
日
㈫
に
、
前
回
と
比
べ

て
極
め
て
早
い
段
階
で
、
羽
生

田
た
か
し
氏
を
組
織
内
候
補
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
を
決
め
、

そ
の
結
果
、
自
民
党
一
次
公
認

も
得
た
。

　

し
か
し
、
羽
生
田
氏
の
地
元

の
群
馬
県
で
は
、
有
力
な
自
民

党
候
補
者
が
出
馬
を
予
定
さ
れ

て
お
り
、
今
回
は
非
常
に
厳
し

い
戦
い
に
な
る
見
込
み
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
群
馬
県
に
お
け

る
獲
得
得
票
数
の
目
減
り
分
を

全
国
で
カ
バ
ー
す
る
必
要
が
あ

り
、
羽
生
田
氏
に
対
す
る
、
都

道
府
県
医
師
連
盟
及
び
地
区
医

師
連
盟
の
推
薦
状
、
並
び
に
羽

生
田
た
か
し
後
援
会
本
部
・
支

部
の
設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

具
体
的
支
援
活
動
に
つ
い
て
日

本
医
師
連
盟
か
ら
協
力
要
請
が

あ
っ
た
。

　

特
に
今
回
は
、
新
し
い
取
り

組
み
と
し
て
、
各
医
療
機
関
毎

に
獲
得
得
票
数
の
目
標
設
定
を

行
う
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　
本
日
は
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

県
医
師
連
盟
及
び
地
区
医
師
連
盟

の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
皆
さ
ま

と
ご
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

ま
た
、
安
倍
首
相
が
来
年
10

月
に
消
費
税
を
予
定
ど
お
り

10
％
に
引
き
上
げ
る
旨
の
決
意

を
表
明
さ
れ
た
。
平
成
元
年
に

消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ

の
際
に
社
会
保
険
診
療
に
対
す

る
消
費
税
が
非
課
税
と
な
っ

た
。
そ
れ
以
来
、
控
除
対
象
外

消
費
税
の
問
題
は
、
医
療
機
関

等
の
経
営
上
極
め
て
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
お
り
、
医
療
に
係

る
税
制
上
、
極
め
て
重
要
な
課

題
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
が
主
張

を
続
け
て
い
る
「
国
民
皆
保
険

制
度
の
堅
持
」
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、「
社
会
保
険
の
充
実
」「
控

除
対
象
外
消
費
税
問
題
の
抜
本

的
解
決
」
に
し
っ
か
り
と
賛
同

し
、
推
進
し
て
い
た
だ
け
る
候

補
者
を
選
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

先
生
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
。

　

現
在
、
医
療
を
取
り
巻
く

環
境
は
非
常
に
厳
し
く
、
今
後

も
国
政
の
場
に
我
々
の
主
張
を

し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
る
た
め

に
は
、
是
非
と
も
組
織
内
候
補

で
あ
る
羽
生
田
た
か
し
氏
の
当

選
に
向
け
、
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
。
会
員
と

と
も
に
考
え
、
県
民
の
目
線
で

実
践
す
る
医
師
会
、
さ
ら
に
は

こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て
、

「
更
に
進
化
し
た
医
師
会
」
を
目

指
す
た
め
、
本
日
お
集
ま
り
の

市
郡
地
区
医
師
連
盟
の
先
生
方

と
の
対
話
を
重
視
し
、
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、

県
医
師
連
盟
に
課
せ
ら
れ
た
社

会
的
使
命
と
認
識
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
私
の
最
近
の
広
島
県

医
師
連
盟
の
活
動
で
は
、
9
月

11
日
㈫
に
「
安
倍
晋
三
自
民
党

総
裁
を
激
励
す
る
会
広
島
大

会
」、
10
月
27
日
㈯
に
は
「
宮

沢
洋
一
君
を
励
ま
す
会
」
に
出
席

し
、
経
済
界
、
各
種
団
体
を
代
表

し
て
挨
拶
を
し
た
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
実
情
に

精
通
さ
れ
て
い
る
市
郡
地
区
医

師
連
盟
の
先
生
方
よ
り
様
々
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
県
レ
ベ

ル
の
組
織
と
し
て
政
治
活
動
を

積
極
的
に
展
開
・
推
進
し
て
参

り
た
い
と
考
え
る
の
で
、
ご
協

力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
る
。

報
告
・
協
議
事
項

「
広
島
県
医
師
連
盟
執
行
委

員
会
」
協
議
・
決
定
事
項
の

概
要

1
．
広
島
県
医
師
連
盟

　

役
員
名
簿
に
つ
い
て

　

広
島
県
医
師
連
盟
の
水
野
正

晴
執
行
委
員
よ
り
、
広
島
県
医

師
連
盟
規
約
に
基
づ
き
作
成
し

た
役
員
名
簿
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
規
約
第
7
条
で
は
、
委
員

長
は
広
島
県
医
師
会
長
を
も
っ

て
こ
れ
に
当
て
る
と
あ
り
、
平

松
会
長
が
委
員
長
を
務
め
る
こ

と
と
な
る
。

　

副
委
員
長
、常
任
執
行
委
員
、

執
行
委
員
に
つ
い
て
は
、
委
員

長
が
指
名
又
は
委
嘱
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平
松
委

員
長
が
「
広
島
県
医
師
連
盟
役

員
名
簿（
資
料
1
）」の
と
お
り
、

指
名
又
は
委
嘱
さ
れ
た
旨
を
報

告
し
た
。

2
．
都
道
府
県
医
師
連
盟
委
員

長
会
議
（
平
成
30
年
9
月
18

日
㈫
開
催
）

　

標
記
会
議
に
つ
い
て
、
平
松

恵
一
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
っ

た
。冒
頭
挨
拶
で
も
述
べ
た
が
、

来
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
、
羽
生
田
氏
に
お
い
て
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
。
そ

の
た
め
、
日
本
医
師
連
盟
よ

り
、
各
都
道
府
県
医
師
連
盟
及

び
各
市
郡
地
区
医
師
連
盟
に
対

し
て
、
後
援
会
本
部
・
支
部
の

設
置
を
は
じ
め
と
す
る
15
項
目

に
も
の
ぼ
る
具
体
的
な
支
援
活

動
に
つ
い
て
、
日
本
医
師
連
盟

か
ら
要
請
が
あ
っ
た
。

　

つ
い
て
は
、
各
市
郡
地
区
医

師
連
盟
及
び
医
師
連
盟
支
部
の

皆
様
方
に
は
、
格
段
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。

3
．
羽
生
田
た
か
し
第
25
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
へ
の
対

応
に
つ
い
て
（
平
成
31
年
7

月
施
行
予
定
）

　

水
野
執
行
委
員
よ
り
、
日
本

医
師
連
盟
か
ら
の
協
力
依
頼
に

つ
い
て
時
系
列
的
に
説
明
が

あ
っ
た
。
そ
の
要
旨
は
、
日
本

医
師
連
盟
の
組
織
内
候
補
者
と

し
て
、
羽
生
田
た
か
し
氏
を
、

擁
立
決
定
し
た
旨
を
全
会
員
に

周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
羽

生
田
た
か
し
後
援
会
の
支
援
活

動
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
く

一
環
と
し
て
、11
月
末
ま
で
に
、

都
道
府
県
医
師
連
盟
及
び
市
郡

地
区
医
師
連
盟
か
ら
、
羽
生
田

た
か
し
候
補
に
対
す
る
推
薦
状

提
出
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

協
議
の
結
果
、
広
島
県
医
師

連
盟
と
し
て
、
羽
生
田
た
か
し

氏
を
推
薦
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

推
薦
状
を
日
本
医
師
連
盟
に
提

出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
（
資
料

２
）。

　

ま
た
、
各
市
郡
地
区
医
師
連

盟
及
び
医
師
連
盟
支
部
の
推
薦

お
よ
び
推
薦
状
の
提
出
に
つ
い

て
は
、
11
月
22
日
㈭
ま
で
に
広

島
県
医
師
連
盟
必
着
で
依
頼
し

た
。

4
．
羽
生
田
た
か
し
後
援
会
活

動
に
お
け
る
具
体
的
な
支
援

活
動
に
つ
い
て
（
新
）

　

水
野
執
行
委
員
よ
り
、
日
本

医
師
連
盟
か
ら
の
後
援
会
本

部
・
支
部
の
設
置
な
ど
15
項
目

に
も
の
ぼ
る
具
体
的
な
支
援
活

動
の
要
請
事
項
に
対
し
て
、
広

島
県
医
師
連
盟
並
び
に
各
市
郡

地
区
医
師
連
盟
及
び
各
医
師
連

盟
支
部
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
具
体
的
な
説
明
が

あ
っ
た
。
実
施
に
向
け
て
協
議

　

平
成
30
年
10
月
29
日
㈪
午
後
7
時
30
分
よ
り
、
広
島
県
医
師
会
館
に
お
い
て
、
広
島
県
医
師

連
盟
執
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
執
行
委
員
会
で
は
、
第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
比
例

代
表
候
補
者
に
つ
い
て
協
議
し
、
広
島
県
医
師
連
盟
は
、
羽
生
田
た
か
し
（
自
由
民
主
党
）
氏

を
推
薦
候
補
者
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

当
日
は
、
広
島
県
医
師
会
総
務
担
当
で
も
あ
る
水
野
正
晴
広
島
県
医
師
連
盟
常
任
執
行
委
員

が
司
会
を
務
め
、
議
事
進
行
は
、
慣
例
に
よ
り
代
議
員
会
議
長
の
菅
田
巌
広
島
県
医
師
連
盟
副

委
員
長
が
務
め
た
。
以
下
、
概
要
を
記
す
。

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る

広
島
県
医
師
連
盟
推
薦
候
補
者
を
決
定
!!

広
島
県
医
師
連
盟
執
行
委
員
会

と　

き
：
平
成
30
年
10
月
29
日
㈪
午
後
7
時
30
分　

 

と
こ
ろ
：
広
島
県
医
師
会
館
２
０
１
会
議
室

し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
た
た
め
、
市
郡
地
区
医

師
連
盟
及
び
各
医
師
連
盟
支
部

へ
協
力
を
依
頼
し
た
。

　

主
な
支
援
活
動
は
次
の
と
お

り
。

⑴
羽
生
田
た
か
し
選
挙
に
お
け

る
獲
得
得
票
数
の
目
標
設
定

に
つ
い
て

・
羽
生
田
た
か
し
獲
得
目
標
数

の
目
標
設
定
は
、
市
郡
地
区

医
師
連
盟
及
び
医
師
連
盟
支

部
ご
と
、
か
つ
市
町
別
に
各

医
療
機
関
毎
に
個
別
に
積
み

上
げ
の
上
、
目
標
設
定
を
行

い
、
平
成
31
年
1
月
31
日
㈭

ま
で
に
県
医
師
連
盟
へ
の
提

出
を
お
願
い
す
る
。

⑵
羽
生
田
た
か
し
後
援
会
活
動

に
お
け
る「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

サ
ポ
ー
タ
ー
名
簿
、
室
内
用

ポ
ス
タ
ー
、
名
刺
の
発
送
と

取
扱
い
」
に
つ
い
て

・
サ
ポ
ー
タ
ー
名
簿
獲
得
目

標
数
は
、
広
島
県
で
４
８
，

０
０
０
人
で
あ
る
が
、
月
ご

と
に
獲
得
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー

名
簿
を
毎
月
25
日
ま
で
に
広

島
県
医
師
連
盟
へ
提
出
を
お

願
い
す
る
。

⑶
羽
生
田
た
か
し
参
議
院
議
員

を
講
師
と
す
る
「
医
政
活
動

研
究
会
」
開
催
予
定

　

広
島
県
医
師
連
盟
並
び
に

市
郡
地
区
医
師
連
盟
及
び
医

師
連
盟
支
部
の
多
数
の
役
員

及
び
会
員
の
先
生
方
に
参
加

を
お
願
い
す
る
。

・
と　

き　

平
成
31
年
2
月

9
日
㈯
19
時
30
分
～

　

と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
広
島

 

・
と　

き　

平
成
31
年
3

月
21
日（
木
・
祝

）18
時
～

　

と
こ
ろ　

福
山
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

5
．
参
議
院
議
員
選
挙
（
平
成

31
年
7
月
執
行
）
広
島
選
挙

区
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

来
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
広
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島
区
に
お
い
て
、
溝
手
顕
正
参

議
院
議
員
が
自
民
党
第
一
次
公

認
を
得
て
お
ら
れ
、「
政
策
協

定
書
」
の
締
結
を
条
件
に
広
島

県
医
師
連
盟
と
し
て
推
薦
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
広

島
選
挙
区
か
ら
、
そ
の
他
の
候

補
者
か
ら
広
島
県
医
師
連
盟
へ

推
薦
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
の
対

応
は
、委
員
長
一
任
と
な
っ
た
。

な
お
、
11
月
9
日
㈮
に
溝
手
顕

正
参
議
院
議
員
と
政
策
協
定
を

締
結
し
、
推
薦
を
決
定
し
た
の

で
報
告
す
る
（
資
料
３
）。

豊
田
秀
三
副
委
員
長

閉
会
挨
拶
（
要
旨
）

　

日
本
医
師
連
盟
は
、
わ
れ
わ

れ
に
対
し
、
多
く
の
目
標
を
課

し
て
き
て
い
る
。
今
ま
で
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

来
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
、
大
変
厳
し
い
選
挙
で
あ
り
、

票
を
集
め
る
こ
と
は
難
し
い
と

思
わ
れ
る
。
委
員
長
挨
拶
で
も

あ
っ
た
が
、
前
回
、
羽
生
田
先

生
は
群
馬
県
で
票
を
集
め
た
が
、

今
回
、
群
馬
県
か
ら
有
力
な
候

補
者
が
参
議
院
議
員
比
例
代
表

か
ら
出
馬
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
群
馬
県
で
票
が
割
れ

る
た
め
、
群
馬
県
で
は
獲
得
得

票
数
は
前
回
並
み
が
望
め
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
で
も
票
が
獲
れ
な
い
こ

と
に
な
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
唱

え
て
い
る
消
費
税
問
題
は
、
政

府
与
党
に
は
全
く
相
手
に
し
て

も
ら
え
な
く
な
る
。
わ
れ
わ
れ

が
票
と
い
う
形
で
示
し
、
政
府

与
党
に
消
費
税
問
題
を
解
決
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
前
回
の
自
見
先
生
、
前
々

回
の
羽
生
田
先
生
で
も
そ
う
だ

が
、
会
員
の
家
族
と
従
業
員
の

皆
様
が
投
票
い
た
だ
け
れ
ば
、

今
ま
で
以
上
の
獲
得
票
が
見
込

め
る
。

　

控
除
対
象
外
消
費
税
の
抜
本

的
解
決
は
急
務
で
あ
る
。
こ
こ

は
我
々
が
踏
ん
張
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
の
で
、
執
行
部

も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
の
で
、
先
生
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
政
府
与

党
が
驚
く
ほ
ど
の
票
を
集
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

な
お
、10
月
30
日
㈫
付
け
で
、

広
島
県
医
師
連
盟
よ
り
、
各
市

郡
地
区
医
師
連
盟
委
員
長
・
各

医
師
連
盟
支
部
長
宛
に
10
月
29

日
に
開
催
し
た
「
広
島
県
医
師

連
盟
執
行
委
員
会
」
の
決
定
事

項
と
各
種
の
協
力
事
項
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
文
書
等
で
依

頼
し
た
。

広
島
県
医
師
連
盟
役
員
名
簿
（
平
成
三
十
年
十
月
）

委 

員 

長

　
　

平
松　

恵
一
（
広
島
県
医
師
会
長
）

副
委
員
長

　
　

豊
田　

秀
三 （
広
島
県
医
師
会
副
会
長
）

　

津
谷　

隆
史 （
広
島
県
医
師
会
副
会
長
）

　

菅
田　
　

巌
（
広
島
県
医
師
会
代
議
員
会
議
長
）

常
任
執
行
委
員
（
○
小
選
挙
区
担
当
責
任
者
七
名
）

　
　

一　

区　

松
村　
　

誠
○（
広
島
市
医
師
会
長
）

　
　

二　

区　

山
根　
　

基
○（
佐
伯
地
区
医
師
会
長
）

　
　

三　

区　

吉
川　

正
哉
○（
安
佐
医
師
会
長
）

　

四　

区　

山
田　

謙
慈
○（
東
広
島
地
区
医
師
会
長
）

　

五　

区　

玉
木　

正
治
○（
呉
市
医
師
会
長
）

　
　

六　

区　

宮
野　

良
隆
○（
尾
道
市
医
師
会
長
）

　

七　

区　

児
玉　

雅
治
○（
福
山
市
医
師
会
長
）

　
　

総　

括　

山
根　
　

基　
（
佐
伯
地
区
医
師
会
長
）

　
　
事
務
総
括　

荒
木　

敏
明　
（
広
島
県
医
師
会
事
務
局
長
）

　

区
付
一　

森　

美
喜
夫　
（
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

　

区
付
一　

藤
井　

康
史　
（
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

　
　

区
付
一　

大
谷　

博
正　
（
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

　　　

区
付
一　

正
岡　
　

亨　
（
広
島
市
中
区
医
師
会
長
）

　
　

区
付
一　

佐
藤　

修
治　
（
広
島
市
東
区
医
師
会
長
）

　

区
付
一　

半
田　
　

徹　
（
広
島
市
南
区
医
師
会
長
）

　
　

区
付
二　

小
笠
原
英
敬　
（
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

　　

区
付
二　

青
木　

正
則　
（
広
島
市
佐
伯
区
医
師
会
長
）

　　

区
付
二　

山
本　
　

匡　
（
広
島
市
西
区
医
師
会
長
）

　　

区
付
三　

北
尾
憲
太
郎　
（
山
県
郡
医
師
会
長
）

　　

区
付
四　

山
崎　

正
数　
（
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

　
　

区
付
四　

水
野　

正
晴　
（
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

　
　

区
付
四　

白
川　

敏
夫　
（
安
芸
地
区
医
師
会
長
）

　

区
付
六　

鳴
戸　

謙
嗣　
（
広
島
県
医
師
会
代
議
員
会
副
議
長
）

　

区
付
六　

三
宅　

規
之　

 （
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

　
　

区
付
六　

木
原　

幹
夫　
（
三
原
市
医
師
会
長
）

　

区
付
七　

岩
崎　

泰
政　
（
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

会
計
責
任
者

　

小
笠
原
英
敬
（
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

会
計
責
任
者
職
務
代
行
者

　

水
野　

正
晴
（
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

会
計
監
督
者

　

長
﨑
孝
太
郎
（
広
島
県
医
師
会
監
事
）

　

原　
　
　

豊 （
広
島
県
医
師
会
監
事
）

　

福
原　

千
史 （
広
島
市
医
師
会
監
事
）

執
行
委
員

　
　

藤
井　
　

温 （
因
島
医
師
会
長
）

　
　

佐
川　
　

広 （
大
竹
市
医
師
会
長
）

　
　

德
永　
　

彰 （
安
芸
高
田
市
医
師
会
長
）

　

市
場　

康
之 （
賀
茂
東
部
医
師
会
長
）

　

円
山　

忠
信 （
豊
田
郡
医
師
会
長
）

　
　

大
田　

和
弘 （
竹
原
地
区
医
師
会
長
）

　

岸　
　

直
彦 （
世
羅
郡
医
師
会
長
）

　
　

和
田　
　

玄 （
松
永
沼
隈
地
区
医
師
会
長
）

　
　

世
良　

一
穂 （
深
安
地
区
医
師
会
長
）

　
　

谷　
　

秀
樹 （
府
中
地
区
医
師
会
長
）

　

毛
利　

昭
生 （
庄
原
市
医
師
会
副
会
長
）

特
別
委
員

　
　

寺
岡　
　

暉

実
行
委
員

　
　

渡
邊　

弘
司
（
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

　
　

大
本　
　

崇
（
広
島
県
医
師
会
常
任
理
事
）

議　
　

長

　
　
（
会
議
の
都
度
、
執
行
委
員
中
よ
り
互
選
す
る
。）

日
本
医
師
連
盟
執
行
委
員

　
　

平
松　

恵
一

　
　

豊
田　

秀
三

　

津
谷　

隆
史

　

政 

策 

協 

定 

書

第
二
十
五
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

に
お
い
て
、
参
議
院
議
員
溝
手
顕
正

と
、
広
島
県
医
師
連
盟
委
員
長　

平

松
恵
一
は
次
の
内
容
に
つ
い
て
政
策

協
定
を
締
結
す
る
。記

参
議
院
議
員
溝
手
顕
正
は
、
左
記
の

政
策
協
定
事
項
を
鋭
意
実
現
す
る
も

の
と
す
る
。
ま
た
、
広
島
県
医
師
連

盟
は
、
参
議
院
議
員
溝
手
顕
正
の
当

選
に
向
け
て
一
致
団
結
し
て
取
り
組

む
も
の
と
す
る
。

政
策
協
定
事
項

一
、
国
民
皆
保
険
を
堅
持
す
る
と

も
に
、
国
民
間
で
医
療
・
介
護

の
享
受
に
格
差
が
生
じ
な
い
よ

う
、国
民
医
療
の
更
な
る
充
実
・

強
化
を
図
る
。

一
、
健
康
寿
命
を
延
伸
し
、
社
会

保
障
の
充
実
に
よ
り
国
民
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
必
要
な
財

源
を
確
保
す
る
。

一
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て

県
民
が
質
の
高
い
医
療
・
介
護

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
か
り
つ

け
医
を
中
心
と
し
た
地
域
に
お

け
る
必
要
な
医
療
を
確
保
す

る
。

一
、
受
動
喫
煙
を
な
く
す
た
め
、

受
動
喫
煙
の
防
止
対
策
を
推
進

す
る
。

一
、
国
民
と
医
療
機
関
等
に
不
合

理
な
負
担
を
生
じ
さ
せ
て
い
る

医
療
等
に
係
る
消
費
税
問
題
を

抜
本
的
に
解
決
す
る
。

平
成
三
十
年
十
一
月
九
日

参
議
院
議
員　

溝
手
顕
正

広
島
県
医
師
連
盟
委
員
長

　
　
　
　
　
　

平
松
恵
一

（
資
料
１
）

昭和41年３月　群馬県立前橋高等学校卒業
昭和48年３月　東京医科大学医学部卒業
昭和48年６月　群馬大学医学部附属病院眼科学教室入局
昭和53年４月　羽生田眼科医院院長
昭和62年11月　社団法人前橋市医師会理事
平成５年４月　社団法人群馬県医師会理事
平成６年６月　労働衛生コンサルタント
平成12年４月　社団法人日本医師会常任理事
平成15年３月　日本防災士機構理事
平成20年３月　スペシャルオリンピックス日本理事
平成22年４月　社団法人日本医師会副会長
平成25年２月　自民党参議院比例区（全国区） 支部長
平成25年７月　参議院議員選挙全国比例区において
　　　　　　　249,818票（自民党６位） で初当選

平成25年10月　公益社団法人日本医師会参与
平成26年８月　公益社団法人群馬県医師会参与
平成26年12月　東京医科大学公衆衛生学分野客員教授
平成27年７月　日本医師連盟参与
平成28年９月　参議院厚生労働委員長
平成29年９月　参議院財政金融委員会理事

◇現在の所属委員会
　参議院　財政金融委員会理事
　参議院　行政監視委員会委員
　参議院　東日本大震災復興特別委員会委員

◇現在の党の役職
　政務調査会厚生労働部会　部会長代理
　医師の働き方改革に関するプロジェクトチーム　座長

羽生田たかし
略　歴

（資料２）

（
資
料
３
）


